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研究成果の概要 

シロイヌナズナにおける温度センサー転写因子の１つである CAMTA 転写因子について共免疫沈降

を行い、共精製産物を質量分析装置で解析することで相互作用因子の探索を行った。その結果、相互作

用因子として１種の Ca2+結合タンパク質が単離された。この遺伝子を異所的に発現させた植物体にお

ける低温ストレス初期応答における遺伝子発現を解析した結果、ストレス誘導性遺伝子の発現に変化

がみられた。 

また、シロイヌナズナの温度センサー転写因子 RVEのコアクチベーターとして機能するタンパク質

についても共免疫沈降産物を質量分析解析することによって、通常生育条件下と低温ストレス条件下

におけるリン酸化部位と相互作用タンパク質の探索を行った。その結果、複数のリン酸化部位とリン酸

化酵素の候補が得られた。 

さらに、トマトの RVEおよびコアクチベーター相同遺伝子がシロイヌナズナと同様に温度ストレス

応答に関わるかを調べるために、それらを恒常的に発現させるシロイヌナズナを作製し、低温応答性遺

伝子の遺伝子発現を解析した。その結果、シロイヌナズナのコアクチベーターとトマトの相同遺伝子と

の間で活性が異なる可能性が示された。 
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